




序言 

紫斑病性腎炎の一部は免疫複合体病と考えられている。しかるに紫斑病性腎炎では,補体に

依存する測定法では免疫複合体はほとんど発見されない。かわりに Fc レセプターによる測

定法ではよく見出すことができる。そこで筆者は紫斑病性腎炎の血清中の免疫複合体を Cl

q binding assay と platelet aggregationtest の 2法によって測定した。また経過中に血

漿交換を行った一例では経時的に免疫複合体を測定した。 


